








第 5学年の ｢円｣の学習では,円周率の意味を理解す ることが大切である｡ 円
周率は 3. 14で,その使い方だけを教え込んだのでは, 自分で円周 と直径の関
係 について発見 した古びは味わえない｡
本年度か ら実施 され る学習摘草要領には, ｢円周 と直径の関係について,実物
を用いて実測 してみた り,図にかいてみた りするなどの活動を通 して理解できる
よ うにす る｡｣ と明記 している｡算数的活動を取 り入れ,児童が 目的意俄 を持っ
て手や身体を使 った主体的な活動を していくことを重視 しているもの と考える｡
そこで,本研究では,第 5学年 ｢円｣の円周率を理解する前段階において,
｢大小 2種類の車輪を作 り,同時に回転する様子を親類する｣算数的活動 を取 り
入れ,児童の意地が 自然に流れ,円周 と直径の依存関係 に気づ くような指事方法




















第 6時 直径の変化に伴 う円周の変
化の関係 と円周率 3の利用



















































































◎ 演示用の自動車模型を提示 し.特徴を推 し
合いながら円について学習 していくことを
知 らせる｡









































T 直径がどこか指で確隠 しま しょう｡





















































ついては ｢楽 しかった｣ と答えた児童がほとん
どであったが,組み立てるときの難 しさを感 じ








習に対 して ｢興味を持った｣ と答えた児童が,
91%を越えていた｡ これは,円周 と直径の関
係 について,自然な流れで気づ くことができ.




裸康 としては.回転の速 さに注 目した児童が
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